
徳
島
市
で
は
、
平
成
18
年
度
か

ら
３
年
ご
と
に｢
い
じ
め｣

に
関
す

る
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
い
じ
め
に
関
す
る

調
査
は
、
昨
年
９
月
か
ら
10
月
に

市
内
の
小
学
４
〜
６
年
生
・
中
学

生
約
１
万
２
０
０
０
人
と
そ
の
保

護
者
を
対
象
に
、
無
記
名
で
実
施

し
ま
し
た(

回
答
率
は
、
児
童
生
徒

約
97
％
、
保
護
者
約
92
％)

。

調
査
の
質
問
は
過
去
２
回
と
同

様
、｢

い
じ
め
を
受
け
た
経
験
の

有
無｣

｢

ど
の
よ
う
な
い
じ
め
を
受

け
て
い
る
か｣

｢

い
じ
め
を
見
た
と

き
の
対
応
に
つ
い
て｣

な
ど
で
す
。

●
い
じ
め
を
受
け
た
経
験
の
有
無

　

児
童
生
徒
に
対
す
る
質
問｢

あ

な
た
は
い
じ
め
を
受
け
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か｣

で
は
、｢

あ
る｣

と

答
え
た
割
合
が
、
小
学
生
で
平

均
約
34
％
、
中
学
生
で
平
均
約
25

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
割
合

は
、
学
年
が
進
む
に
つ
れ
て
低
下

す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
過
去
２
回
の
調
査
で
も

約
３
割
で
、
今
回
、
特
に
大
き
な

変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
ど
の
よ
う
な
い
じ
め
を
受
け
て

い
る
か

｢

ど
の
よ
う
な
い
じ
め
を
受
け

て
い
ま
す
か(

複
数
回
答)｣

の
質

問
で
は
、｢

悪
口
・
陰
口｣

が
最
も

多
く
、
次
に｢

仲
間
外
し
・
無
視
・

暴
力｣

な
ど
の
回
答
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
割
合
は
低
い
も
の
の
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
嫌
が
ら

せ
が
中
学
校
で
急
増
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン(

多
機
能
携
帯
電
話)

な

ど
の
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
の
発
達
が
大
き
な
要
因
で

す
。
本
人
が
、
書
き
込
み
な
ど
に

気
づ
い
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
、

嫌
が
ら
せ
行
為
の
実
数
は
、
さ
ら

に
多
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

●
い
じ
め
を
見
た
と
き
の
対
応

　

｢

友
達
が
い
じ
め
ら
れ
た
と

き
、
ど
う
し
ま
す
か｣

の
質
問
で

は
、｢

相
手
に
注
意
す
る｣

｢

大
人

に
相
談
す
る｣

と
答
え
た
割
合

が
、
学
年
が
進
む
に
つ
れ
て
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。
逆
に
、｢

相
談

相
手
に
な
る｣

と
答
え
た
割
合

は
、
学
年
が
進
む
に
つ
れ
て
高
く

な
り
、
中
学
２
・
３
年
生
で
は
、

４
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

｢

何
も
し
な
い｣

｢

分
か
ら
な
い｣

と
答
え
た
割
合
は
、
学
年
が
進
む

ご
と
に
高
く
、
小
学
生
で
平
均
約

11
％
、
中
学
生
で
は
平
均
約
24

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
保
護
者
へ
の
調
査

保
護
者
に
も
い
じ
め
に
関
し
て

同
じ
よ
う
な
質
問
を
し
た
と
こ
ろ

｢

あ
な
た
の
お
子
さ
ま
は
、
い
じ

め
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か｣

に
、｢

あ
る｣

と
答
え
た
人
の
割
合

が
、
小
学
生
の
保
護
者
で
約
22
％

中
学
生
の
保
護
者
で
約
23
％
と
な

り
、｢

い
じ
め
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る｣

と
答
え
た
児
童
生
徒
と
比

較
す
る
と
、
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
で
は
10
％
以
上
の
開
き
が
あ
り

ま
し
た
。

今
回
の
調
査
の
結
果
、
約
３
割

の
児
童
生
徒
が
い
じ
め
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
と
判
明
し
ま
し
た
。

学
校
の
よ
う
な
集
団
生
活
を
送

る
場
で
い
じ
め
を
な
く
す
た
め
に

重
要
な
こ
と
は
、｢

い
じ
め
は
い

つ
で
も
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る｣

｢

い
じ
め
は
、
早
く
発
見
す
れ
ば

早
く
解
決
す
る｣

と
い
う
認
識
を

持
ち
、
未
然
防
止
・
早
期
発
見
の

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
、
学
校
で
は
こ
う
し

た
認
識
を
持
ち
な
が
ら
、
定
期
的

な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
日
常
の
児

童
生
徒
の
観
察
を
き
め
細
や
か
に

行
う
と
と
も
に
、｢

い
じ
め
ら
れ
て

い
る
子
ど
も
は
必
ず
守
る
。
い
じ

め
を
許
さ
な
い｣

な
ど
の
強
い
姿
勢

を
学
校
全
体
で
徹
底
し
、
子
ど
も

が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
れ
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

家
庭
で
の
対
応
も
大
切
で
す
。

今
回
の
調
査
で
は
、
い
じ
め
が
あ

る
か
ど
う
か
の
質
問
で
、
特
に
小

学
生
と
保
護
者
の
認
識
に
開
き
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
保
護
者
側
が

子
ど
も
の
受
け
た
い
じ
め
に
気
づ

い
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
日
頃
か
ら
子
ど

も
の
発
す
る
サ
イ
ン
に
気
を
配
り
、

見
逃
さ
な
い
こ
と
で
、
い
じ
め
の

早
期
発
見
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

徳
島
市
で
は
、
い
じ
め
問
題
解

決
に
向
け
て
、
広
報
啓
発
活
動

や
相
談
活
動
、
講
演
会(

写
真)

、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
家
庭
や
学
校
、
地
域
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強

め
、
い
じ
め
の
な
い
学
校
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

NO.
895 2013年 1月 15日

258,609人
122,701人
135,908人
114,905世帯
191.62km2

（−153）
（−70）
（−83）
（−17）

人口
男
女
世帯数
面積

平成25年1月1日現在（前月比）

［
問
い
合
わ
せ
先
］青
少
年
育
成

補
導
セ
ン
タ
ー
（
６
２
１
）５

４
２
３

　
全
国
的
に
学
校
で
の
「
い
じ
め
」
に
よ
る
痛
ま
し
い
事
件
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
い
じ
め
は
、
ど

こ
の
学
校
に
も
起
こ
り
得
る
問
題
と
し
て
、
日
頃
か
ら
未
然
防
止
に
努
め
、
認
知
し
た
場
合
に
は
速
や
か
に
解

決
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
徳
島
市
は
昨
秋
、
い
じ
め
の
根
絶
を
目
指
し
て
、
い
じ
め
に
関
す
る
実
態
や
意

識
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
。
こ
の
ほ
ど
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

実
態
調
査
の
概
要

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

い
じ
め
の
な
い
学
校
を
目
指
し
て

  

〜 

小・中
学
生
と
保
護
者
を
対
象
に「
い
じ
め
に
関
す
る
調
査
」を
実
施 

〜

い
じ
め
の
根
絶
に

向
け
て

調
査
結
果

　いじめや非行など青少年の問題で少しで
も気にかかることがありましたら、お気軽
にご相談ください。専門の相談員がアドバ
イスします（秘密は厳守）。
［相談ホットライン］ 622−7500( 平日は
9：00〜18：00、土曜は9：00〜12：00、日
曜・祝日は休み )

いじめ相談ホットライン

▲　いじめ問題講演会（平成24年12月）
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問　あなたはいじめを受けたことがありますか

問　どのようないじめを受けていますか（複数回答）

問　友達がいじめられたとき、どうしますか

小学4年生

小学5年生

小学6年生

中学1年生

中学2年生

中学3年生

小学4年生

小学5年生

小学6年生

中学1年生

中学2年生

中学3年生

無視

仲間外し

物隠し

いたずら

悪口・陰口

命令

金品要求

暴力
ネットでの
嫌がらせ
その他

24.7
31.2

30.4
30.8

14.7
13.4

24.4
24.5

70.8
79.1

21.2
12.3

1.6
4.0

28.2
27.3

0.5
5.9

14.1
12.6

ある ない

小学生
中学生

相手に注意する 相談相手になる 大人に相談する

何もしない 分からない 電話で相談する

37.9

35.3

29.0

27.5

27.6

19.7

62.1

64.7

71.0

72.5

72.4

80.3

28.3　　　　     27.8　　　　　        33.3　     2.6 7.3 0.7

20.2　　　　　　31.3　　　　　　　　34.2　　　4.0  9.2  1.0

13.6　　　　　　 37.1　　　　　　  　29.2　　  5.2　14.3　0.5

11.6　　　　　 　42.2　　　   　　　19.7　   6.5　　19.4  　0.6

11.6　　　　　　 40.8　　         　　19.6　  7.2　     20.4　 0.4

31.1　　　　　 20.0　　　　　　　37.1　　　  3.9 7.3 0.6　

いじめに関する調査から（一部抜粋）



徳島市は、個人情報の取り扱いについては「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。

　

徳
島
市
で
は
、
分

か
り
や
す
く
開
か
れ

た
市
政
を
目
指
す
と

と
も
に
、
市
民
参
加

の
推
進
を
図
る
こ
と

で
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
主
役
と
な
る
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
を
目

指
し
て
、
平
成
21
年

に
「
徳
島
市
市
民
参

加
基
本
条
例
」
を
制

定
し
ま
し
た
。

　
「
市
民
参
加
」
と

は
、
市
政
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
意
見

を
述
べ
た
り
、
提
案

を
し
た
り
し
て
、
市

政
に
関
わ
る
こ
と
で

す
。

　

市
民
参
加
の
基
本
的
な
考
え
方
と

し
て
、
条
例
で
は
▽
全
て
の
市
民
が

そ
の
機
会
を
有
す
る
▽
市
民
と
市
が

市
政
に
関
す
る
情
報
を
共
有
す
る
▽

市
民
と
市
お
よ
び
市
民
相
互
が
そ
れ

ぞ
れ
の
考
え
方
、
立
場
お
よ
び
役
割

を
理
解
す
る

と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
条
例
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
今
後
ま
す

ま
す
の
積
極
的
な
市
政
へ
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
市
民
参
加
手
続
の
概
要

[

市
民
参
加
が
で
き
る
人]

徳
島
市
に

住
民
登
録
が
あ
る
人
、
市
内
に
事
務

所
や
事
業
所
が
あ
る
個
人
お
よ
び
法

人
そ
の
ほ
か
の
団
体
、
市
内
に
通
勤

通
学
し
て
い
る
人

[
対
象
と
な
る
施
策]

市
の
基
本
的
な

施
策
を
定
め
る
計
画
や
、
市
の
基
本

的
な
制
度
を
定
め
る
条
例
な
ど

[

方
法]

市
民
参
加
手
続
は
、「
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
」
お
よ
び
次

の
方
法
の
中
か
ら
行
い
ま
す
。

▽
附
属
機
関
へ
の
会
議
に
か
け
る
▽

市
民
会
議
の
設
置
▽
説
明
会
の
開
催

▽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
▽
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施

な
ど

[

評
価]

実
施
し
た
市
民
参
加
手
続
に

つ
い
て
評
価
を
行
い
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
意
見
や
評
価
を
い
た
だ
く
た

め
、
評
価
結
果
を
公
表
し
ま
す
。

◆
パ
ブ
コ
メ
と
委
員
を
募
集

　

現
在
、
市
民
参
加
基
本
条
例
に
基

づ
き
、
市
民
会
議
の
委
員
（
左
上
）

と
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
右
）
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
間
も
な 

く
18
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
震
災
で

は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

住
民
の
自
主
的
な
防
災
活
動
が
復

旧
・
復
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
、
そ
の
活
動
の
重
要
性
が
広
く
認

識
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
毎
年
１
月
15
日
～
21
日
は
「
防

災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」、
１
月

17
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

日
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

近
い
将
来
発
生
が
危
惧
さ
れ
、
甚

大
な
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
る
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
場

合
、
徳
島
市
で
も
隣
近
所
の
人
同
士

が
助
け
合
う
「
共
助
」
が
果
た
す
役

割
が
非
常
に
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

今 

一 

度
、
大
切
な
命
や
財
産
を
災

害
か
ら
守
る
た
め
に
で
き
る
身
近
な

助
け
合
い
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

自
主
防
災
組
織
を

　
　
　
結
成
し
ま
し
ょ
う

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
救
助

さ
れ
た
人
の
約
８
割
が
家
族
や
近
所

の
人
た
ち
に
よ
っ
て
救
助
さ
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
と
人
と
の
助

け
合
い
は
、
救
助
だ
け
で
な
く
、
火

災
が
発
生
し
た
と
き
の
初
期
消
火
活

動
や
被
災
後
の
生
活
面
で
も
重
要
と

な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
災
害
に
対
す
る
地
域
づ

く
り
の
一
つ
と
し
て
、
町
内
会
や
自

治
会
の
単
位
で
「
自
主
防
災
組
織
」

の
結
成
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
の
住
民

が
団
結
し
て
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
防
災

活
動
を
行
う
た
め
の
組
織
で
す
。
現

在
、
市
内
に
は
６
６
６
の
自
主
防
災

組
織
が
あ
り
、
約
４
万
８
０
０
０
世

帯
（
平
成
24
年
12
月
１
日
現
在
）
が

加
入
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
結
成
さ
れ
て
い
な
い
地
区
の

皆
さ
ん
は
、
こ
の
機
会
に
自
治
会
や

町
内
会
で
話
し
合
い
、
自
主
防
災
組

織
を
結
成
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
方

法
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
危
機
管
理
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
に

 

パ
ネ
ル
展
を
開
催

　

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
に
ち

な
ん
で
、
防
災
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き]

１
月
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日
㈮
ま
で

[

と
こ
ろ]

市
役
所
１
階
国
際
親
善
コ

ー
ナ
ー

[

内
容]

東
日
本
大
震
災
の
パ
ネ
ル
展

示
お
よ
び
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
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示
、
津
田

中
学
校
の
防
災
学
習
成
果
、
家
具
転

倒
防
止
対
策
パ
ネ
ル
、
防
災
グ
ッ
ズ

な
ど
を
展
示
。
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［
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［
問
い
合
わ
せ
先
］危
機
管
理
課 

（
６
２
１
）
５
５
２
７

市民の皆さんの市政への積極的な
ご参加をお願いします！「新ホール管理運営計画策定の

ための市民会議」委員を募集
　市では、新町西地区市街地再開発事業と一体的整備を進
めている新ホールの管理運営計画を策定するにあたり、市
民の皆さんからご意見やご提言をいただく市民会議の委員
を募集します。
【募集人数】２～３人（応募書類により選考）
【応募資格】市内に在住･在勤･在学の20歳以上の人
【任期】平成27年３月31日まで。任期中12回（平成24年
度は2回）程度会議を開催する予定です。
【申し込み方法】所定の申込書（文化振興課で配布。市ホ
ームページからもダウンロード可）と、「新たなホールの管
理運営に望むこと」をテーマとした８００字程度の小論
文を１月25日㈮（必着）までに郵送、または直接、文化振興
課（〒770－8571　幸町２－５ 市役所９階　 621－5178）
へ。また、市ホームページ「電子申請」からも可。詳しくは市
ホームページをご覧ください。

皆さんからのご意見を募集
　市では、下表の条例・計画を策定・改訂するにあたり、
市民の皆さんからのご意見（パブリックコメント）を募集
しています。
　各計画素案などは、各担当課窓口や情報公開総合窓口

（市役所10階）、各支所、市ホームページで閲覧できます。
意見の提出は、直接または郵送、ファクスで各担当課へ。市ホー
ムページ「電子申請」からも提出可。詳しくは各担当課へ。

名称 募集期間 担当課

徳島市景観まちづくり条例（素案） 
と徳島市景観計画（素案）

１月１８日㈮
まで

都市政策課（市役所４階） 
〒770-8571　幸町2-5 

621-5249  621-5273

徳島市障害者計画（素案）と 
徳島市障害福祉計画（素案）

１月２１日㈪
まで

障害福祉課（市役所南館１階） 
〒770-8571　幸町2-5 

621-5177  621-5300

徳島市住生活基本計画改訂 
（素案）

１月２１日㈪
まで

住宅課（市役所４階） 
〒770-8571　幸町2-5 

621-5285  621-5273

第２次徳島市健康づくり計画 
（素案）

１月２５日㈮
まで

保健センター（ふれあい健康館３階） 
〒770-8053　沖浜東2-16 

656-0534  656-0514

地
域
の
防
災
力
を
高
め
て
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う

　平成24年分の確定申告の相談、申告書の受付期間は次のとおりです。
[実施期間と申告・相談会場]
▶１月16日㈬～１月31日㈭=アスティとくしま２階第６会議室
▶２月１日㈮～３月15日㈮=アスティとくしま３階第２特別会議室
　土・日・祝日を除きますが、２月24日と３月３日の日曜日は実施します。
　受付時間は9:00～16:00。なお、アスティとくしまの駐車場は、有料

（１日200円）です。
※この期間、徳島税務署庁舎内には申告相談会場を設けていません。
◆ネットで申告しませんか～ｅ－Ｔａｘ（電子申告）
　「ｅ－Ｔａｘ」とは、申告などの国税に関する各
種手続きをインターネットを利用して行えるシステ
ムです。メリットとして、次のようなことがありま
す。
●国税庁ホームページから申告可能
　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナ 
ー」で作成したデータは、ｅ－Ｔａｘ（電子申告）

を利用してそのまま提出できます。
　平成２４年分から、贈与税もｅ－Ｔａｘで申告できます。
●最高3,000円の税額控除
　平成24年分の確定申告を本人の電子証明書を付けて申告期限内にｅ－Ｔ 
ａｘで行うと、所得税額から最高3,000円の控除を受けることができます

（平成23年分以前の申告で控除を受けた人は受けられません）。
●添付書類の提出省略
　医療費の領収書や源泉徴収票などは、その記載内容を入力して送信する
ことにより、提出・提示を省略することができます。
●還付金の交付が早い
　ｅ－Ｔａｘで申告された還付申告は、早期処理されます。
◆公的年金を受給されている人へ
　公的年金等の収入額の合計額が400万円以下で、公的年金等に係る
雑所得以外の所得金額が20万円以下の場合には、その年分の所得税に
ついて確定申告書を提出する必要はありません（平成23年分以後適用）。
ただし、所得税の還付などを受ける人は確定申告書の提出が必要です。ま
た、所得税の確定申告が必要ない場合でも、住民税の申告が必要な場合
があります。
[問い合わせ先]徳島税務署（ 622－4131）

所得税などの申告相談会場は「アスティとくしま」
申告と納税はお早めに！〜ネットでの申告が便利です〜
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　週３回を限度として、保育が受けられる一時預かり
の新規申し込みを保育園（所）で受け付けます。希望
される人は、２月15日㈮までに、下表の各保育園（所）
へお申し込みください。なお、各園（所）の定員や対象
年齢がありますのでご注意ください。
［対象］市内に在住し、住民基本台帳に登録されている家庭で、保護者の傷病
や家庭の事情などで一時的に保育に欠ける小学校就学前の子ども（平成25年
４月１日現在）　［保育時間］▷月～金曜日＝8：30～17：00▷土曜日＝8：30～
12：00（祝は除く）　［保育料］１日1，800円（給食費を含む）
［問い合わせ先］各保育園（所）、保育課（ 621－5193）

と
く
し
ま
健
康
ひ
ろ
ば

食育講座「野菜いっぱい！満足料理
～野菜摂取量アップ～」の参加者を募集
　「野菜いっぱい！満足料理～野菜摂取量アップ～」をテーマ 
に、健康スマイル食育講座を次のとおり開催します。ぜひご参 
加ください。
［とき］２月７日㈭10:00～13:00
［ところ］保健センター調理実習室
（ふれあい健康館２階）
［対象］市内在住の小・中学生・高
校生の保護者
［準備物］筆記用具、エプロン、三
角巾　［定員］20人（抽選）　
［受講料］無料　
［申し込み方法］１月30日㈬までに、保健センター（ 656－ 
0534）へ。

在宅育児家庭相談室【津田保育所「あっぷ」】
662－0246　土・日・祝日休み

◆子育て講座「アレルギーについて」
［とき］２月14日㈭10:30～11：30
◆親子の広場「まんぼう組さんと遊ぼう」
［とき］２月５日㈫10:45～11:15
◆園開放
［とき］２月７日㈭・19㈫10：00～11：30
在宅育児家庭相談室【国府保育所「あいあい」】

642－3656　土・日・祝日休み
◆保健師さんの個別相談※要予約
［とき］２月20日㈬13:30～15:00
◆おっぱい相談※要予約
［とき］２月28日㈭13:30～15:00
◆おでかけ保育「南井上児童館で遊
ぼう」
［とき］２月26日㈫11：00～11：30

【親子ふれあいプラザ（ふれあい健康館１階）】
657－0065　月曜日休館　開館時間9:00～18:00

（日・祝日は16:00まで）
▷乳幼児のあそび★＝５日㈫10:30～11:20▷うたっ
ておどろう♪＝12日㈫10:30～11:20▷子育てカウン 
セリング※＝13日㈬11：00～15:00▷ひなまつりの製 
作★＝22日㈮10:30～11:20▷お誕生パーティー（２月 
生まれ）※＝27日㈬10:30～11:20▷絵本の読み聞か 
せ＝毎日10：30～11：00・14：30～15：00
※は要予約。★は先着30人
【子育て安心ステーション（アミコビル５階）】

654－4460　火曜日休館　開館時間10:00～17:00
▷骨盤ケア講座※＝４日㈪10：00～11：30▷０歳
からのコンサート＝６日㈬10：30～11：30▷ママの
リフレッシュ講座※＝13日㈬10:30～11:30▷食育
講座（アレルギー）※＝18日㈪10：00～12：00▷ベ
ビーダンス※＝21日㈭10：30～11：30▷パパとふ
れあい講座※＝24日㈰10：30～11：30
※は要予約。詳しくは市ホームページをご覧くだ
さい。

 2月の
子育て施設インフォメーション 【譲ります】品名（使用年数） 

▷物干し台１組（ステンレス）
（10年）▷ＣＤ付きマガジン15巻（モーツァ
ルト）（２年）※全て無償
【譲ってください】▷ロックミシン▷ベビ 
ーサークル▷乗馬型健康器具▽テレビ台

（幅60㌢以上）▷餅つき機（２升以上）
［申し込み方法］はがきに、希望の品（１人
１枚１品目）、住所、名前、電話番号を記 
入し、１月20日㈰（必着）までに、消費生 
活センター（〒770－0834　元町１－24） 
へ。
　1月23日㈬に抽選を行い、当選者だけに
ご連絡します。
　※掲載品以外で譲ってほしいもの、譲り
たいものがある人はお電話ください。
［問い合わせ先］消費生活センター
（ 625－2326　火曜・祝日は休み）

不用品活用

歯周病を予防するにはどうすれば
いいの？
いちばん大切なのは、毎日の適切
な歯磨きです。

★歯ブラシを当てるポイント
　力を入れず、歯と歯茎の境目に45度
の角度でブラシをあて、左右に小刻み
に振動させます。

糖尿病予防大作戦運動教室の
参加者を募集
　「身体を引き締め、代謝を上げるスロートレーニン 
グ」をテーマに開催します。希望の日程を選んでお申 
し込みください。
［とき］▷65歳以上の人＝１月25日㈮13：00～14：00、
２月７日㈭9：30～10：30▷64歳までの人＝１月25日㈮
14：30～15：30、２月７日㈭11：00～12：00
［ところ］保健センター元気回復室（ふれあい健康館２ 
階）
［対象］医師から運動制限を受けていない人
［定員］各20人（先着）　［参加費］無料
［準備物］運動しやすい服装、タオル、水分補給用飲料
［申し込み方法］保健センター（ 656－0534）へ。

40歳以上の市民に
健康手帳を無料で交付
　特定健診・保健指導などの記録やそのほか健康保 
持のために必要な事項を記載し、自らの健康管理に 
役立てていただくため健康手帳を交付します。
　 手帳には、健診結果などが記入できる「健康記 
録編」、糖尿病など生活習慣病予防のために自分の
健康状態を確認できる「からだ編」、食事の基本など
をまとめた「栄養編」、運動の効果や必要性などを表
した「運動編」が含まれています。
　手帳をご希望の人は、保健センター（ふれあい健康館3
階）までお越しください（郵送不可）。市ホームページか
らもダウンロードできます。
［問い合わせ先］保健センター（ 656－0534）

Q

A

救急診療案内
◆夜間休日急病診療所（ふれあい健
康館１階、沖浜東２丁目16　 622－
3576）

［診療科目］小児科・内科
［診療受付時間］▷月～土は19:30～
22:30▷日・祝日は9:00～17:00、
18:00～22:30
◆歯科休日救急等診療所（歯科医師
会館、北田宮一丁目８－65　 632－
8511）

［診療受付時間］日・祝日9:00～16:30
◆徳島こども救急電話相談（18:00～
翌朝８:00）＃8000

【特に気をつけて磨く所】
▷歯と歯茎の境目▷歯と歯
の間▷奥歯のかみ合わせの
溝
★補助用具を使いましょう 
　歯間ブラシやデンタルフ
ロスを使うと、歯ブラシだ 
けでは落としきれない歯間
の汚れを取り除くことがで 
きます。
　歯周病は糖尿病を悪化さ
せる要因の一つです。歯磨 
きの習慣と同時に食事や運
動などの生活習慣の改善を
心がけることで、歯周病と 
糖尿病を予防しましょう。
［問い合わせ先］保健センタ
ー（ 656－0534）

平成25年度保育園（所）での一時預かりの
新規申し込みを受け付けます

45°

保育園（所）名 所在地 電話番号 定員（各日） 対象年齢
出来島保育園 北出来島町１丁目 622–6383 15人程度 １歳後半～小学校就学前
前川乳児保育園 南前川町３丁目 625–8676 6人程度 ６カ月～２歳前半
若松保育園 名東町１丁目 631–3083 20人程度 １歳後半～小学校就学前
青葉保育園 北矢三町二丁目 631–7289 15人程度 ２歳～小学校就学前
もとしろ保育園 福島一丁目 654–2967 18人程度 １歳～小学校就学前
島田保育園 中島田町３丁目 632–0654 20人程度 ２歳～小学校就学前
くるみ保育園 川内町大松 665–3561 13人程度 １歳後半～小学校就学前
助任保育園 中吉野町１丁目 626–1911 15人程度 １歳～小学校就学前
育英保育園 中昭和町４丁目 626–3232 15人程度 １歳後半～小学校就学前
青嵐保育園 北田宮二丁目 632–2333 15人程度 １歳後半～小学校就学前
四国大学附属保育所 寺島本町西２丁目 602–4860 15人程度 １歳後半～小学校就学前
めだか保育園 北沖洲三丁目 664–4888 15人程度 １歳～小学校就学前
沖浜シーズ保育園 沖浜町北川 653–5577 18人程度 １歳後半～小学校就学前
四国大学附属西富田保育所 伊賀町１丁目 653–8341 12人程度 １歳後半～小学校就学前

ヒブワクチンの接種間隔が変更になりました

　 ▼１回目を生後２～７カ月未満に接種した場合＝４回目は３回目の接種 
後７～13カ月の間に接種 ▼１回目を生後７～12カ月未満に接種した場合＝
３回目は２回目の接種後７～13カ月の間に接種
　かかりつけ医と相談して適した時期に接種を受けましょう。
［問い合わせ先］保健センター（ 656－0540）

Q&A
歯科編
②
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支
所
で
転
入
手
続
き
を
さ

れ
た
時
に
、お
渡
し
し
ま

す
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］▼
配
布
・
掲
載
広

告
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
＝
サ
イ
ネ

ッ
ク
ス
徳
島
支
店 

（
６
２
３
）０ 

５
３
０
▼
便
利
帳
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
＝
市
民
生
活
課

（
６
２
１
）

５
１
３
０

　

動
物
と
の
ふ
れ
あ 

い
の
際
の
補
助
や
イ 

ベ
ン
ト
の
補
助
を
す

る
動
物
園
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
養
成
講
座
受

講
生
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

[

対
象]

18
歳
以
上 

で
、養
成
講
座
（
左 

表
）に
参
加
で
き
、４
月
か
ら
１
年 

間（
月
１
回
以
上
）活
動
が
で
き
る
人

[

定
員]

20
人
程
度（
応
募
多
数
の
場

合
は
選
考
）

[

申
し
込
み
方
法]

動
物
園
に
あ
る
所

定
の
申
込
用
紙（
徳
島
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に

必
要
事
項
を
記
入
し
、１
月
31
日
㈭ 

（
必
着
）
ま
で 

に
、
直
接
、
郵
送 

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
と
く
し
ま
動
物

園〈
〒
７
７
１
ー 

４
２
６
７　

渋
野 

町
入
道
22
ー
１ 

（
６
３
６
）
３ 

２
１
８
〉へ
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］と
く
し
ま
動
物
園

 
 （

６
３
６
）３
２
１
５
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利
用
者
が
興
味
の
あ
る
キ
ー
ワ

ー
ド
を
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
お 

く
と
、そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
合
っ

た
新
着
図
書
が
入
っ
た
場
合
、定

期
的
に
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
す
る

「
新
着
図
書
お
知
ら
せ
サ
ー
ビ

ス
」を
開
始
し
ま
し
た
。

　
「
好
き
な
本
の
シ
リ
ー
ズ
最
新

刊
を
読
み
た
い
」「
好
き
な
作
家 

の
作
品
を
も
っ
と
読
み
た
い
」な

ど
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
そ
ん
な
と
き
に
こ
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
れ
ば
、図
書
館
に
関

連
す
る
資
料
が
入
る
た
び
、メ
ー

ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

メ
ー
ル
配
信
は
、該
当
す
る
資

料
が
あ
る
場
合
の
み
、毎
週
金
曜

日
９
時
30
分
ご
ろ
に
行
い
ま
す
。

ま
た
、登
録
し
た
条
件
が
複
数
の

場
合
は
、複
数
メ
ー
ル
が
届
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

利
用
申
し
込
み
は
、徳
島
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ 

い
（
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
み
登
録 

可
）
。パ
ソ
コ
ン
か
携
帯
電
話
の 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
と
図
書
館
の
利

用
者
カ
ー
ド
番
号
、キ
ー
ワ
ー
ド

を
入
力
す
る

だ
け
で
登
録

完
了
で
す
。

登
録
は
無
料

（
通
信
費
は

利
用
者
負

担
）。

　

図
書
館
５
階
の
こ
ど
も
室
入
口

に
、図
書
館
で
借
り
た
本
を
消
毒

で
き
る「
ブ
ッ
ク
シ
ャ
ワ
ー
」(

左 

写
真
）を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ブ
ッ
ク
シ
ャ
ワ
ー
に
本
を
入
れ

て
ボ
タ
ン
を
押
し
、30
秒
～
１
分

間
待
つ
だ
け
の
簡
単
な
操
作
で
、

本
に
つ
い
た
細
菌
や
ほ
こ
り
を
除

去
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。殺
菌

力
が
高
く
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対 

策
に
も
効
果
的
な
の
で
、ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
２
日
㈯
10
時
30
分
～
11
時「
楽

し
い
朗
読
会
」、14
時
～
14
時
30
分

「
お
話
と
絵
本
」▼
３
日
㈰
14
時
～

14
時
30
分「
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン

ダ
ー
作
り
」※
要
申
し
込
み
＝
対 

象
は
４
歳
～
小
学
２
年
生
。定
員

は
18
人（
先
着
）▼
９
日
㈯
10
時 

30
分
～
11
時「
腹
話
術
」、14
時
～ 

14
時
30
分
「
絵
本
の
読
み
聞
か 

せ
」▼
10
日
㈰
14
時
～
15
時
「
こ 

ど
も
映
画
会『
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー

星
空
の
音
楽
会
』」▼
16
日
㈯
10
時

30
分
～
11
時「
ハ
ッ
ピ
ー
★
イ
ン 

グ
リ
ッ
シ
ュ
」、14
時
～
14
時
30
分

「
お
話
と
手
遊
び
」▼
17
日
㈰
14
時

～
14
時
30
分
「
絵
本
と
歌
」▼
21

日
㈭
10
時
30
分
～
11
時
、14
時
～

14
時
30
分
「
絵
本
大
好
き
！
」▼ 

23
日
㈯
14
時
～
14
時
30
分「
お
ん

ぶ
と
抱
っ
こ
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
」 

▼
24
日
㈰
14
時
～
15
時「
簡
単
！ 

手
話
講
座
～
日
常
生
活
で
使
う
簡

単
な
手
話
を
覚
え
よ
う
」※
要
申

し
込
み
＝
対
象
は
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
。定
員
は
10
組（
先
着
）

◆
図
書
館
資
料
片
手
に
街
角
散
歩

※
要
申
し
込
み

　

ま
ち
へ
出
て
、資
料
を
読
み
、 

現
地
で
見
聞
き
し
な
が
ら
新
し
い 

発
見
と
感

動
に
出
会

い
ま
し
ょ

う
。

　

今
回
は

「
藍
場
浜

界
隈
（
か

い
わ
い
）」

を
巡
り
ま

す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

[

と
き]

２
月
17
日
㈰
９
時
30
分
～

正
午

[

集
合
場
所]

６
階
会
議
室（
９
時

30
分
集
合
）

[

参
加
費]

無
料（
た
だ
し
、保
険 

料
50
円
が
必
要
）

[

定
員]

20
人（
先
着
）

[

対
象]

市
内
在
住
、在
勤
の
人

◆
夜
の
上
映
会「
ス
タ
ン
ド
・
バ

イ
・
ミ
ー
」※
要
申
し
込
み

[

と
き]

２
月
22
日
㈮
18
時
～
19
時

30
分

[

と
こ
ろ]

５
階
お
は
な
し
の
へ
や

[

定
員]

20
人（
先
着
）

※
要
申
し
込
み
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

直
接
ま
た
は
電
話
で
、図
書
館
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］市
立
図
書
館

 
（
６
５
４
）４
４
２
１

新
着
図
書
を

メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ

ブ
ッ
ク
シ
ャ
ワ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

一
般
向
け
イ
ベ
ン
ト

２
月
の
お
は
な
し
の
へ
や

新
着
図
書

お
知
ら
せ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始12月の予約ランキング

一般図書
６４
横山　秀夫　/著　文藝春秋
旅猫リポート
有川　浩　/著　文藝春秋
聞く力
阿川　佐和子　/著　文藝春秋
冷血　上
高村　薫　/著　毎日新聞社
冷血　下
高村　薫　/著　毎日新聞社

児童図書
ハッピーバースデー、ぺネロぺ！
アン　グットマン　/ぶん　岩崎書店
きょうりゅうかぶしきがいしゃ
富田　京一　/作　ほるぷ出版
おもちのきもち
かがくい　ひろし　/作絵　講談社
シニガミさん　２
宮西　達也　/作絵　えほんの杜
十二支のしんねんかい
みき　つきみ　/文　こぐま社

　市立図書館の本は、図書館の窓口や
徳島市ホームページからも貸出予約で
きます。対象は、市内在住・在勤・在 
学または石井町・北島町在住の人で 
す。なお、郷土図書・漫画など、予約 
できないものもありますのでご注意 
ください。

とくしま動物園ボランティア
養成講座の受講生を募集

開催日 内容
2/17㈰ 概論、動物解説（ほ乳類・

鳥類）、衛生管理、ふれあい
実習

2/24㈰
3/10㈰

※全３回。いずれも時間は13:00～
16:00。とくしま動物園で。

「
と
く
し
ま
マ
イ
シ
テ
ィ
便
利
帳
」を

市
内
全
世
帯
に
お
届
け
し
ま
す

ご活用ください！子育てガイドブック

「さんぽ」が新しくなりました
　子育て関連の各種手続き方法や窓口について、分かりやすくまと 
めた子育てガイドブック「さんぽ」の最新版が完成しました。
　ガイドブックはＡ４判で全 88㌻。「妊娠が分かったら」「赤ちゃん 
が生まれたら」「子育てと仕事の両立支援」

「子どもを預けたいとき」「子育て支援事業」
「子育てグループ」「障害のある子どもたちの 
ために」など 13 章から構成されています。
　この冊子は、次の場所で配布していますの 
で、ご活用ください。また、徳島市ホームペ 
ージにも掲載しています。
【配布場所】▶子育て支援課（市役所南館２
階）▶母子・乳幼児コーナー（市役所１階）
▶親子ふれあいプラザ（ふれあい健康館１階）
▶子育て安心ステーション（アミコビル５階）▶各支所
[問い合わせ先]子育て支援課（ 621－5192）



徳島市では、毎月2回（5日・20日）メールマガジンを配信しています。登録は徳島市ホームページ（http://www.city.tokushima.tokushima.jp/）から徳島市の広報番組「マイシティとくしま」（四国放送：毎週日曜日※第5日曜日を除く 11：50～）「徳島市NOW」（ケーブルテレビ徳島：毎日 10：00～/18：30～/22：00～）
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■受講生募集！とくしま植物園の教室
ネイチャーゲーム教室

[とき]２月３日㈰9：30～12：00 [内容]冬の林を歩こう [定員]30人 
程度（抽選）　[参加費]100円（保険料）
押し花中級者講習会

[定員]10人（押し花経験者・押
し花教室参加経験者）（抽選）
[参加費]4，000円(２回分)

サタデー☆サンデー教室　バレンタインアレンジメント
[とき]２月９日㈯10：00～12：00
[内容]バレンタインを意識したスイートなアレンジメント
[定員]20人（抽選）　[参加費]2，000円
ドライフラワーアレンジメント教室

[とき]２月16日㈯10：00～12：00
[内容]おひなさまアレンジ　
[定員]15人（抽選）[参加費]1，500円
[対象]市内在住・在勤・在学の人
[申し込み方法]はがきに講座名、住所、名前（ネイチャーゲーム教室 
は参加者全員の名前と年齢）、電話番号を記入し、１月25日㈮（必 
着）までに、とくしま植物園緑の相談所（〒771－4267　渋野町入道 
45－１　 636－3131）へ。市ホームページ「電子申請」からも申し込 
み可。

■徳島城博物館のイベント
新春弾き初め会

[とき]１月20日㈰13：30～16：00
[内容]新春にふさわしい楽曲「春の海」、「瀬音」な 
どを演奏します。
[出演]藤本玲箏曲スタジオほかの皆さん

藤井悦子の書の講座受講生による「いろは唄を書く」
[とき]１月24日㈭～27日㈰
節分豆まき

[とき]２月１日㈮10：00～11：00
[内容]「藍吹雪」や徳島文化福祉ボランティアの
皆さんによる紙芝居の上演、豆まき
※豆と升は参加者が準備してください。
参加者募集！「新成人の記念射会」

[とき]２月10日㈰13：00～
[対象]平成25年２月現在で20歳、または同年中に
20歳になる新成人で、弓道経験者または日弓連有段
者。男女ともに和服（弓道着可）着用で、弓具は各自 
でお持ちください。
[申し込み方法]２月１日㈮までに、住所、名前、生年 
月日、電話番号、取得段位または経験年数を書いて、 
郵送またはファクスで、徳島城博物館（〒770－0851 
徳島町城内１－８　 656－2466）へ。

参加者募集！「おひなさまに変身」
[とき]２月24日㈰13：00～16：00
[対象]小学生以上 　[定員]70人（抽選）　[申し込み方法]２月19日㈫まで 
に、往復はがきに住所、名前、年齢、電話番号、身長、返信宛名を書い 
て、徳島城博物館（〒770－0851　徳島町城内１－８）へ。
[問い合わせ先]徳島城博物館（ 656－2525）
※入館料は大人300円、高校・大学生200円、中学生以下は無料

文化センターフェスティバル～輝け！徳島の星2013～
[とき]１月20日㈰14：00～16：00
[ところ]文化センター
[内容]徳島で活動を行っている団体やサークル 
約10組が、「冠婚葬祭」をテーマにしたダンス 
や音楽、パフォーマンスを披露　[入場料]無料　
[問い合わせ先]文化センター（ 653－2185）

■徳島ガラススタジオのイベントと講座
ガラス工芸体験

[とき]２月３日㈰▶吹
きガラス＝9：30～
11：45▶サンドブラス
ト＝13：00～17：00
[ところ]徳島ガラスス
タジオ（勝占町中須）
[内容・対象・定員]▶ 
吹き竿を使ってぐいの 

みやコップを制作する「吹きガラス」＝15歳以上（中 
学生を除く）・６人（先着）▶コップや皿に砂を吹き付 
けて自分でデザインした模様を彫り込む「サンドブラ 
スト」＝年齢制限・定員なし
[参加費]▶吹きガラス＝2，500円▶サンドブラスト＝ 
1，000～1，500円
[申し込み方法]吹きガラスは１月20日㈰10：00～電 
話で徳島ガラススタジオ（ 669－1195）へ。サンドブ 
ラストは当日スタジオで15：30まで受け付け
受講生募集！「ガラス工芸短期講座」

[ところ]徳島ガラススタジオ　[対象]18歳以上の人

[申し込み方法]徳島ガラススタジオ（ 669－1195）
へ。

徳島市芸術祭「美術展」
[とき]▶前期＝１月31日㈭～２月３日㈰▶後期＝２月 
７日㈭～10日㈰
[ところ]シビックセンター３階ギャラリー
[内容]▶前期＝書道・彫刻・美術工芸・デザイン▶後 
期＝日本画、洋画、写真 の各部門の作品を展示。 
部門ごとに徳島市長賞などの賞があります。
[入場料]無料
[問い合わせ先]徳島市文化協会事務局（ 621－5178）

徳島市学校給食フェア
[とき]１月26日㈯10：00～15：00
[ところ]ふれあい健康館１階

[内容]学校給食の歴 
史 、レシピ、食 育な 
どについてのパネル
や食育コンテストの
作品を展示します。

豆運びゲームやランチマット作成など、 
体験コーナーもあります。
[問い合わせ先]給食管理室（ 621－
5416）

冬のイベントと
講座の参加者
募集

ふれあい健康館生涯学習特別講座
[申し込み方法]は
がき（１枚につき 
１ 講 座 ）に 講 座 
名 、住 所 、名 前 、 
性別、年齢、電話
番号を書いて、講 
座 開 始 日７日 前

（ 必 着 ）まで に 、 
ふれあい 健 康 館

（〒770－8053　沖 
浜東２－16　
657－0194）へ。
市 ホ ームページ

「 電 子申請 」から
も申し込み可。

■シビックセンターのガラスイベント
ガラスワークショップ修了作品展

[とき]１月25日㈮～27
日㈰
[ところ]シビックセン 
ター３階ギャラリー
[内容]ガラス工芸講座
受講生の作品の展示や
講師作品の展示など。
１月27日㈰14：30～は、ガラス作家・清井千
夏子さんによるガラス工芸講演会「アート作品
とプロダクション制作」を開催します。
ガラス工芸ミニワークショップ

[とき]１月26日㈯10：00～17：00
[ところ]シビックセンター３階
[内容]バーナーワークでトンボ玉、まが玉作り
[対象]小学生以上　[定員]50人（先着。当日

16：00まで受け付け）
[参加費]500円（材料
費）
[問い合わせ先]シビ
ックセンター（ 626
－0408）

日程 内容
２月５日㈫ レースペーパーを使った押し花デザイン
２月19日㈫ 押し花額の密閉と仕上げ
※時間はいずれも10：00～12：00

講座名 日程 内容・定員・参加費

コールドコース
2/10㈰・11㈷・ 
17㈰の各日 
9：30～12：00

初めてのトンボ玉制作教室な
ど。各回15人（先着）。
1，200円。

吹きガラスコース
2/10㈰・11㈷・
17㈰の各日
13：30～16：00

初めての吹きガラス教室。各
回10人（先着）。2，600円。

※材料費として別途1，000円～3，000円が必要。市外の人の参加費は
１割増し。

日時 講座名 定員、受講料、準備物
2/5㈫、19㈫ 
3/5㈫、19㈫ 
①13:00～14:00 
②14:30～15:30

産前・産後の骨盤ケア
①2カ月～1歳の子どもと保護者10組（抽選）
②妊娠中の人10人（抽選）。受講料2,400円

（4回分）・材料費1,000円（4回分）。バスタオ
ル、フェイスタオル、動きやすい服装。

2/10㈰ 
13:00～15:00 雑草生け花 25人（抽選）。受講料500円・材料費500円。

2/12㈫、26㈫ 
3/12㈫、26㈫ 
①13:00～14:30 
②15:00～16:30

親子ふれあい
ベビーマッサージ

1カ月～1歳の子どもと保護者各6組（抽選）。
受講料2,400円（4回分）・材料費3,000円（4
回分）。バスタオル、保護者は汚れてもいい服。

2/14㈭、28㈭ 
3/14㈭、28㈭ 
19:00～20:30

美・若返りリンパ講座 20人（抽選）。受講料2,000円（4回分）。材料
費1回1,000円程度。バスタオル。

2/16㈯ 
13:30～15:30

バルーンアート
(応用編)

20人（抽選）。受講料500円・材料費700円。
はさみ。

2/21㈭ 
3/7㈭、21㈭ 
①13：00～14：00 
②14：30～15：30

冬のための乾燥・
保湿ベビースキンケア

①２～６カ月の赤ちゃんと保護者②７カ月～
１歳の赤ちゃんと保護者。各６組（抽選）。受講
料1，800円（３回分）。材料費1，000円（３回
分）。バスタオルなど。

冬のイベントと
講座の参加者
募集
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↙湛水管理 のいずれかを
組み合わせた取り組み ②有
機農業の取り組み(化学肥
料、化学農薬を使用しない取
り組み)※対象となる有機農
業は、エコファーマー認定に
準じるような技術の導入が要件。
　交付金は、取り組み面積１ 
㌃につき、８００円です。

農林水産課( 621-5252)

｢成年後見制度｣無料相談会
①１月25日㈮、２月15日㈮ 

各14:00〜16:00②２月１日㈮、
３月１日㈮各14:00〜16:30

①とくしま県民活動プラザ
(東沖洲２)②川内公民館（川
内町沖島） 成年後見制度に
関する無料相談を実施します
(予約不要)。

コスモス成年後見サポート
センター( 626-2083)

スポーツに関するアンケート
調査にご協力ください
　今後のスポーツ推進の基礎
資料とすることを目的に｢県民
の運動・スポーツの実態に関
するアンケート調査｣を実施し
ます。徳島県から１月下旬に
市内在住の人(無作為抽出)を

対象に調査票が送付されます
ので、ご協力ください。

徳島県県民スポーツ課(
621-2113)
　
｢地域あぐりコース｣の
受講生を募集
　就農に向けた支援のため、
徳島県普及教育課では「地域

あぐりコース」の受講生を随
時募集しています。実地研修
(５日間程度)を行うコースと
入門コース(研修期間１日程
度)の２つのコースがありま 
す。

県 内 で、就 農（ または 就 
農を予定）している人

同課( 621-2427)

2月の
無料相談

市内在住の人を対象に、
さまざまなお悩みや疑問
にお答えする無料の相談
窓口があります。

■生活の相談 ■こころの相談 ■からだの相談 （　）内は対象

暮らしの相談（市内在住の人）
◆さわやか窓口相談室（市役所1階） 621ー5200・
5129 
弁護士 （注1） 13・20・27日㈬ 13:00 ～ 16:00
行政相談委員（注2） 4日㈪ 13:00 ～ 15:00
土地家屋調査士 7・21日㈭ 10:00 ～ 12:00
司法書士 毎週月･金曜 10:00 ～ 12:00
行政書士 毎週火曜  10:00 ～ 12:00
住まいづくり 28日㈭ 10:00 ～ 13:00
社会保険労務士(年金相談) 14日㈭ 13:00 ～ 16:00
心配ごと(相続・離婚など) 毎週月～金曜 9:00 ～ 15:30
交通事故 毎週月～金曜 9:00 ～ 15:30

（注1）弁護士相談は予約制で2月6日㈬8:30から電話でのみ予 
約受け付け。各日9人(先着)で1人20分以内。

（注2）行政相談委員相談はふれあい健康館１階相談室でも実施。 
[日時]2月20日㈬13:00～15:00

労働・職業相談（市内在住の人）
◆経済政策課（市役所3階） 621ー5225
労働相談（注3） 12・26日㈫ 13:00 ～ 15:00
職業相談（注4） 7・21日㈭ 13:00 ～ 15:00

（注3）徳島県労働者福祉協議会の職員による労働問題全般の相談。
（注4）徳島商工会議所の職員による求職や就職に関する相談。

消費生活相談（市内在住の人）
◆消費生活センター（アミコビル3階） 625ー2326

消費生活相談 10:00 〜 18:00（受け付けは17:00ま
で）  ［休］火曜、祝日、年末年始

女と男生き方相談（市内在住・在勤・在学の人）
◆女性センター（アミコビル4階） 624ー2613
一般相談・カウンセリング

［電話・面談（要予約）］
10:00 〜 17:00

［休］日曜、火曜、祝日、年末年始
夜間相談 

［電話、面談ともに要予約］
6・13・20日㈬ 18:00 〜

20:001・8・15日㈮
※託児あり（1歳〜就学前まで。無料。要予約）

人権相談（市内在住の人）
◆人権推進課相談室（市役所2階） 621ー5040・5169
人権相談 5・19日㈫ 13:30 ～ 16:00

医師による相談（市内在住の40歳以上の人）
健康相談・禁煙支援相談 12日㈫ 13:00 ～ 15:00 ［要予約］

656 ー
0534

もの忘れ予防相談 20日㈬ 9:30 ～ 11:30
糖尿病予防相談 26日㈫ 13:00 ～ 15:00

保健師による相談（市内在住の人）

健康
相談

毎週月～金曜
[休]祝日

   9:00〜12:00
 13:00〜16:00

［要予約］成人相談 656ー 
0534 母子相談 656ー0532

管理栄養士による相談（市内在住の人）

生活習慣改善
予防栄養相談

毎週水曜
[休]祝日

  9:00〜12:00
 13:00〜16:00

［要予約］
656ー0534

健康運動指導士による相談（市内在住の人）

運動相談 8日㈮ 13:00 ～ 14:00 ［要予約］
656ー053421日㈭ 10:00 ～ 11:00

歯科衛生士による相談（市内在住の人）

歯科保健相談 毎週水・金曜
[休]祝日

 9:00 〜 12:00
13:00 〜 15:00

［要予約］
656ー0534

◆からだの相談は全て保健センター（ふれあい健康館内）

市営住宅の入居者を募集
　下表の市営住宅の入居者を募集します。
　所得基準（公営住宅＝月額158,000円以下、改良住宅＝月額114,000円以下、高齢
者・障害者世帯・小学校就学前の子どもがいる世帯は別基準）があります。家賃は所得 
などにより決定します。
　また、単身者の申し込みについては、申し込み条件(例：昭和31年４月１日以前に生ま
れた人、１〜４級の障害者手帳を持つ身体・知的・精神障害者など）があります。
　詳しくはお問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。
[申し込み方法]２月５日㈫･６日㈬8:30〜17:00、市役所４階401会議室で受け付けしま
す。入居申込書、所得の証明書、住民票、印鑑などが必要です。２月８日㈮10:00から 
同会議室で抽選します。
[問い合わせ先]住宅課（ 621−5286）
入居
区分

単身
入居 住　宅　名 号数 所　　在　　地 建設

年度 階 間取り（畳） 家　賃（円）

公営 可 末広12棟 27 末広四丁目9番16 S44 4 6-4.5-3-K4 7,900 ～ 11,800 
公営 住吉東2棟 402 城東町二丁目4番30 S58 4 6-6-4.5-D8 18,800 ～ 28,000 
公営 不動4棟 13 不動東町2丁目1517番地の2 S47 3 6-6-6-D5 14,500 ～ 21,600 
公営 可 不動8棟 13 不動東町4丁目1521番地の1 S49 1-2 6-4.5-3-D4.5 11,200 ～ 15,100 
公営 可 北島田2棟 11 北島田町3丁目67番地の1 S45 2 6ｰ4.5ｰ4.5ｰD8 12,300 ～ 18,400 
公営 北島田15棟 15 北島田町3丁目154番地の1 S51 2 6-6-6-D6 18,100 ～ 27,000 
改良 北島田17棟 17 北島田町3丁目4番地の1 S50 3 8-6-6-D6 16,800 ～ 25,100 
改良 北島田25棟 18 北島田町3丁目17番地の1 S52 4 6-6-6-D6 18,400 ～ 27,400 
公営 南島田2棟 32 南島田町4丁目9番地 S46 4 6-6-4.5-D6 13,500 ～ 20,100 
公営 可 名東3丁目21棟 301 名東町3丁目449番地の2 H14 3 6-6-K3.2 19,800 ～ 29,400 
公営 一宮新第2 201 一宮町西丁928番地の1 S59 1-2 6-4.5-4.5-K4 17,400 ～ 26,000 
公営 明善 7 上八万町下中筋278番地の1 S52 1-2 6-4.5-4.5-K4 13,600 ～ 20,300 
公営 可 樋口中棟 302 上八万町樋口260番地 H18 3 8.5-6.2-D8.1 25,700 ～ 38,200 
改良 可 福島中層 15 福島一丁目10番29 S45 3 6-6-D4.5 8,400 ～ 12,600 
改良 可 常三島1棟 17 中常三島町3丁目14番地の17 S46 4 6-6-D4.5 7,900 ～ 11,700 

■都市計画案の縦覧
　徳島東部都市計画臨港地区（今切港）の都市計画を変更 
するため、同計画案の縦覧を行います。案の概要は、市ホ 
ームページでもご覧になれます。
[とき]1月29日㈫まで
[ところ]都市政策課（市役所４階）
■意見書の提出
　徳島市民および利害関係人は、同計画案に対して意見書
を提出することができます。
[提出方法]意見書に住所、名前、電話番号、標題「徳島東 
部都市計画臨港地区の変更に係る都市計画案に対する意見 
について」を明記の上、1月29日㈫（必着）までに、直接 
または郵送、ファクスで都市政策課（〒770−8571　幸町 
２−５　市役所４階　 621−5273）へ。市ホームページ

「電子申請」からも提出できます。提出していただいた意 
見書の要旨を徳島市都市計画審議会に提出します。
[問い合わせ先]都市政策課（ 621−5265）

徳島東部都市計画臨港地区の変更に係る
都市計画案の縦覧と意見書の提出
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おしらせ

市民病院の救急患者 
受け入れを制限します
　１月25日㈮20:00〜26日㈯
20:00、市民病院の医療情報
システム入れ替え作業実施の
ため、救急患者の受け入れを
制限します。ご協力をお願い
します。

市民病院医事課( 622-
5121)

文化財消防訓練
１月25日㈮10:00〜11:00 
考古資料館(国府町西矢野)
１月26

日の｢文化
財 防 火 デ
ー｣にちな
ん で 、 市
民の文化財に対する愛護と防
火意識の高揚を図るための消
防訓練を実施

消防局警防課( 656-1192)

償却資産の申告は 
１月31日まで
　市内に償却資産を持ってい
る個人または法人は、１月31
日㈭までに、必ず申告してく
ださい。申告が必要な償却資
産は、土地・家屋以外の事業
用の有形固定資産です。
　また、申告書受け付け後、
申告内容を確認するために実
地調査をお願いすることがあ
りますのでご協力ください。

資産税課( 621-5074）

電気式生ごみ処理機の
購入費を補助します

市に住民登録し、住んでい
る世帯主
　補助金額は、購入金額の２
分の１(限度額３万円)で、補
助台数は150台(１世帯につき

１台限り)。対象機種は、微
生物分解方式か乾燥方式の家
庭用電気式生ごみ処理機で、
市内の取扱店で購入するもの
に限ります。※申し込み後に
送付する｢承認決定通知書｣を
受け取る前に購入した場合は
補助金を交付できません。

はがきに｢電気式生ごみ処
理機購入費補助希望｣と明記
し、〈住所/世帯主の名前(ふ 
りがな)/生年月日/電話番号〉
を書いて、市民環境政策課 
(〒770-8571　幸町2-5 

621-5202)へ

危険物の出し方にご注意を
　危険物を出す際には、次の
ルールを守ってください。
◆スプレー缶・ガスボンベ缶
の出し方＝▶中身（ガス）を
必ず使い切る▶屋外の風通し
の良いところで穴を開ける 
▶ほかの燃やせないごみとは
区別し、別の透明か半透明の
ポリ袋に入れて、燃やせない
ごみの日に出す 
◆ライターの出し方＝▶中身
(ガス)を必ず使い切る。使い
切れないライターは、ガスを
抜く▶燃やせないごみの日に
出す※多量にある、またはガ
スが抜けない場合は市民環境
政策課へご連絡ください。

同課( 621−5202)

セルフ式ガソリンスタンド 
は安全に利用しましょう
 セルフ式ガソリンスタンド
では、取り扱い方法を誤ると
思わぬ事故が発生します。次
のことに注意してください。
▶エンジンは必ず切る▶油種
の確認をする▶静電気除去シ
ートに触って給油する▶正し
い操作で給油する▶注ぎ足し
給油をしない▶給油口キャッ
プの置き忘れに注意する

※給油方法がわからない場合
は、従業員を呼ぶなどして、
説明を受けましょう。

消防局予防課( 656-1193)

ミツバチの飼育には届け出を
　これまで、ミツバチの飼育
についての届け出は、養蜂業
者のみでしたが、法律の改正
により、趣味などでの飼育に
ついても届け出が必要になり
ました。

所定の飼育届(市ＨＰから
もダウンロード可)に必要事
項を記入の上、１月25日㈮ま
でに、直接農林水産課(市役
所３階)へ
　なお、ミツバチ
を 飼 育 す る 場 合
は、次のことに注
意してください。
▶巣箱を設置する場所が、他
人の所有地である場合は、土
地使用の承諾を得る▶設置場
所が、民家や通学路から近い
場合は、人や家への影響(危
害・汚れ)を考慮する

同課( 621-5252)

｢環境保全型農業直接支払交
付金｣制度をご利用ください
　環境保全効果の高い営農活
動に取り組む農業者に対して
交付金を交付します。

エコファーマーの認定を受
け、販売を目的として生産を
行う農業者など(有機農業に取
り組む農業者などは、エコフ
ァーマー認定が無くても特例
措置で申請可能な場合あり) 
　対象となる取り組みは、地
球温暖化防止や生物多様性保
全などに効果の高い、次の①
②いずれかの取り組み
①化学肥料・化学合成農薬の
５割低減の取り組みと▶カバ
ークロップの作付け▶リビン
グマルチ▶草生栽培▶冬期↗ 

募　 集

市民防災研修会
１月26日㈯10:00〜11:30
市役所13階大会議室 「巨

大南海トラフ地震に備える」
をテーマに徳島大学大学院教
授の中野晋さんが講演 200
人(先着)

危機管理課( 621-5527）

徳島市民 
クロスカントリー大会

２月３日㈰8:30〜(雨天中
止時は２月10日㈰) 市陸上
競技場周辺 小学５年生以上
の市民 コースは▶小学５・
６年生＝１.５㌔▶中学生と 
壮年(36歳以上)＝３㌔▶一般
(15〜35歳)＝４㌔。

所定の申し込み用紙を１月
21日㈪(必着)までに、郵送ま
たは直接スポーツ振興課(〒
770-8571 幸町２-５　市役
所11階　 621-5427)へ

ふれあいパソコン 
ブログ作成講座

２月6日㈬ 
9:30〜12:30

ふれあい健 
康館(沖浜東
２)

５人(抽選) 4,200円(テキ
スト代含む)

講座開始日の７日前(必着)
までに、同館( 657-0194)
★電子申請可

催　 し

ニュースポーツのつどい
１月26日㈯9:00〜12:00
内町小学校体育館・グラウ

ンド（直接会場へお越しくだ
さい） ペタンクとカローリ
ング 市民 カローリング参
加者は体育館シューズ

スポーツ振興課( 621-5427)

エンジョイイングリッシュ
１月27日㈰10:00〜11:00
市役所新蔵分庁舎１階和室

(新蔵町１) 英語絵本の読み
聞かせやゲーム 小学生以下

徳島市国際交流協会( 622-
6066)

一般事務などの臨時職員選考試験を実施

　市の関係機関で、平成25年度に臨時的な業務（一般事務など）に従 
事する臨時職員の選考試験を次のとおり実施します。
[実施日]２月３日㈰　　[試験会場]市役所13階
[採用予定人員]▶事務Ａ＝20人程度▶事務Ｂ（身体障害者対象）＝１
人程度
[受験資格]〈事務Ａ・Ｂ共通〉市民に対する窓口業務を行う能力があ 
り、パソコンの基本操作（文書作成・表計算）ができる人。ただし、 
平成24年度に市の臨時職員として引き続き６カ月以上勤務した人また 
は勤務する予定の人は受験できません。

〈事務Ｂ〉身体障害者手帳（１級〜６級）の交付を受けた人で、自力によ
る通勤ができ、介助者なしに年間を通じて勤務の遂行が可能な人。ただ
し、活字印刷文による出題に対応できる人。
[申し込み方法]１月18日㈮までに、市販の履歴書（写真貼付。履歴書 
の左上余白部分に「事務Ａ」または「事務Ｂ」と記入）を郵送または 
直接、人事課（〒770−8571　幸町2−5　 621−5023)へ。事務Ｂ 
は、市役所１階案内と７階人事課にある試験実施要綱（市ホームぺー 
ジからもダウンロード可）に添付されている調査票も提出してくださ 
い。郵便の場合は「臨時職員申し込み」などと朱書きし、簡易書留 

（当日消印有効）とし、返信用封筒（宛先を記入し、80円分の切手を 
貼った長形３号）を同封してください。直接申し込まれる人は受け付 
け時に受験票などを渡しますので、返信用封筒は不要です。

いきいきパソコン教室
開催日 講座名
2/2㈯

ワード編

はがきで案内状作成講座
2/4㈪ 簡単お料理レシピ作成講座
2/9㈯ 「旅の思い出」アルバム作成講座
2/25㈪ 条件付き差し込み印刷講座
2/16㈯ デジカメ編 デジカメ写真をパソコンに取り込み整理
2/18㈪ デジカメ写真を修整・編集
2/23㈯ フェイスブック編 登録編
3/2㈯ 交流編
3/4㈪ エクセル編 かんたん家計簿作成講座

3/9㈯ ムービーメーカー編 ＢＧＭの付いた素敵なスライドショーを作
成

※各講座とも午前クラス(10:30～12:30)、午後クラス(14:00～16:00)あり

シビックセンター４階活動室(１) パソコンの基本操作が
できる人 各15人(先着) 各1,500円(テキスト代含む)

電話または直接シビックセンター( 626−0408)

保育士・幼稚園教員の臨時職員選考試験を実施

　平成25年度の臨時保育士と臨時幼稚園教員の選考試験を次のとおり実施します。

◆臨時保育士
[実施日]２月10日㈰　[試験会場]市役所13階　[試験内容]小論文・面接
[受験資格]都道府県知事に対して保育士登録を行った人または３月31日まで 
に保育士登録ができる見込みの人
[担当課・問い合わせ先]保育課（市役所南館２階　 621−5195）
◆臨時幼稚園教員
[実施日]２月10日㈰　[試験会場]中央公民館７階　[試験内容]小論文・面接
[受験資格]教育職員免許法による幼稚園教諭免許状を持つ人か都道府県知事 
に対して保育士登録を行った人。または、３月31日までに幼稚園教諭免許状 
を取得見込み・保育士の登録見込みの人
[担当課・問い合わせ先]学校教育課（市役所11階　 621−5413）

[申込用紙・試験要綱]申込用紙と試験要綱は、市役所１階案内と各担当課に
あります（市ホームページからもダウンロード可）。郵便で請求する場合
は、封筒の表に「臨時保育士請求」または「臨時幼稚園教員請求」と朱書き
し、返信用封筒（宛先を記入し、120円分の切手を貼った角形２号）を同封
して各担当課（〒770−8571 幸町2−5)へ。
[申し込み方法]１月24日㈭までに、所定の申込用紙で各担当課へ。郵便の場 
合は、簡易書留(当日消印有効）とし、返信用封筒（宛先を記入し、80円分
の切手を貼った長形３号）を同封してください。
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人
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代
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え
よ
う

と
し
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。［問い合わせ先］

文化振興課（621－5314）

15
蛭子神社の百度石

　観光客に心温かいおもてなしを行う観光ガイ
ドを育てる「とくしま観光サポーター」養成講座が
12月8日、開講しました。同講座は、定住自立圏構
想の一環で、徳島東部地域の9市町村と連携して
実施。内町公民館で行われた開講式では、22人
の受講生が応募のきっかけなどを発表しました。

　徳島市の小学4・5・6年生7人
が12月26～29日の4日間、産業
文化姉妹都市を締結している北
海道帯広市を訪れ、同年代の子
どもたちと交流。スノースポーツ
やホームステイを通して、帯広の
自然や生活を体験しました。

子どもたちが
帯広市を訪問

　年末特別警戒にあたる東・西消防署および各消防分団
を、12月26、27日の2日間に渡って原秀樹市長が巡視。消防
職員・団員に対し「市民の皆さんが安心して新年を迎えら
れるよう士気高く職務に励んでいただきたい」と激励訓示
を行いました。

年末特別警戒巡視

夢ナリエ・城内 メモリアル2012

とくしま観光サポーター
養成講座が開講

徳島城博物館で対話型鑑賞イベント
　徳島城博物館で12月16日、対話型鑑賞イベントが初めて
開催されました。ギャラリートークでは、学芸員と参加者がお
互いに感想などを話し合いながら鑑賞。子ども向けワーク
ショップ「文様さがし」では、小学生たちが懸命に着物の中の
文様を探し出していました。

　「夢ナリエ・城内 メモリアル2012」が12月1日、市立体育館で開催さ
れ、多くの家族連れがLEDによる光のオブジェを楽しみました。体育館
前では原秀樹市長らによるイルミネーション点灯式があり、5万5千個
のLEDが一斉に点灯。会場は拍手と歓声に包まれました。
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蛭子神社

野沢菜と紫黒古代米の押し鮨

紫黒古代米は前日からひたひたの
水に浸け置く（水は捨てない）。
①と白米［A］を混ぜて炊く。
②をすしおけに移し、合わせ酢35～
40ccを振りかけすばやく切るように
混ぜながらほぐす。5分したらしゃも
じでひっくり返しながらほぐす。
白米［B］は30分ほど吸水させてから
炊き、③と同様にすし飯を作る。
野沢菜の漬物をバッテラ箱の内寸に
合わせてカットし水気を切り、箱の底
に茎と葉をバランスよく敷き並べる。
③を箱の2/3まで詰め、上に④を詰
めて押しふたで軽く押し仕上げる。
箱から抜き取り、6貫に切る。

①

②
③

④

⑤

⑥

⑦

●作り方

●材料[3本分]
野沢菜の漬物・・・200g
紫黒古代米・・・20g
白米［A］・・・130g
　（古代米と合わせて1合）
白米［B］・・・150g（1合）
合わせ酢（酢・・・80cc、砂
糖・・・90g、粗塩・・・25gを
合わせて火にかけ沸かさ
ないように溶かす）

野沢菜食材メモ
　長野県名産の漬物として加工される野沢菜ですが、長野県では
冬場の栽培が難しいため、実はこの時期の野沢菜のほとんどは徳
島市など県内の農家で作られています。野沢菜には、風邪やがんの
予防に効果があるといわれるビタミンAやビタミンCのほか、骨を丈
夫に保つ働きのあるビタミンK、葉酸などが豊富に含まれています。

［問い合わせ先］農林水産課（621－5246）

●このメニューが食べられる「とくしまIPPIN店」
鮨処 多良布久 =写真提供 両国本町2　622ー3335


